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	看取りが近づいた時、本人と家族は何を感じているのか
	日頃、在宅医療や訪問看護の現場で患者さんと接していらっしゃいますが、看取りが近づいたとき、ご本人やご家族はどのような心情を感じていらっしゃるのでしょうか。
	私たちが在宅や施設への往診で診ている患者さんは、手術や抗がん剤などの治療を尽くし、これ以上の治療は難しいという段階の方々です。そのため、すでに病状を受容されているか、あるいは諦めて心がすさんでしまっている状態で出会うことも少なくありません。
	そのような状態の患者さんやご家族に対してどのように寄り添っているのですか。
	ご家族に対しても同じで、なるべく穏やかな時間を過ごしていただけるよう私たちが全力でサポートするので、可能な限りやりたいことを叶えてあげましょう、とお話ししています。
	訪問看護師として、またグリーフケアの専門家として、ご本人やご家族の心理をどのように見ていらっしゃいますか。
	人を失ってしまうかもしれない」という予期悲嘆が始まり、喪失の悲しみも本人が命を見つめるときと同じようにスタートするのです。
	思いがすれ違ってしまうとき、医療や介護のスタッフはどのように関わっていくべきなのでしょうか。
	ご家族の歴史や背景はケースバイケースで、例えば親との関係性に苦しみ「もう連絡しないでほしい」とおっしゃるご家族もいれば、深い愛情を持って献身的に介護されるご家族もいらっしゃいます。だからこそ、チームで状況を分かち合いながらケアを進める必要があります。
	医療側として、ご家族が延命治療などを強く望まれるようなケースでは、どのように対応されていますか。

	生前から「亡くなった後」を考える意味とは
	事前に亡くなった後のことを準備することについて、どのようにお考えですか。


